
第１学年 道徳学習指導案 
 

日 時：平成２９年９月２９日（金）５校時 

児 童：第１学年   

指導者： 
 

１ 主題名 きめたことはさいごまで【Ａ－(5)希望と勇気、努力と強い意志】 

２ 資料名 りょうくんと一りん車（学研） 

３ 主題設定の理由 

（１） 価値について 

 低学年の内容項目A「主として自分自身に関すること」の（５）に「自分のやるべき勉強や仕事をし

っかりと行うこと。」とある。これは、自分の目標に向かい、困難や失敗には勇気をもって乗り越え、努

力できることをねらいとする内容項目である。 

この内容項目は、中学年の内容項目A（５）「自分でやろうと決めた目標に向かって、強い意志をもち、

粘り強くやり抜くこと。」、高学年の内容項目A（５）「より高い目標を立て、希望と勇気をもち、困難が

あってもくじけずに努力して物事をやり抜くこと。」、中学校の内容項目A（４）「より高い目標を設定し、

その達成を目指し、希望と勇気をもち、困難や失敗を乗り越えて着実にやり遂げること。」に発展してい

くものである。 

児童が一人の人間として自立し、よりよく生きていくためには、常に自分自身を高めていこうとする

意欲をもつことが大切である。そのためには、自分の目標を持ち、その達成に向けて粘り強く努力する

とともに、やるべきことをしっかりとやり抜く忍耐力を養うことが求められる。忍耐力とは、ゴールま

での見通しを持つ力や必要な行動を習慣化させる強い意志、ほんの少しの成長をも感じる向上心、そし

て粘り強く努力することの意義理解などがなければ、生まれてこないと考える。 

この時期の子ども達は、何事も好奇心を持って行い、やらなければならないことを素直に受け入れる

ことが多いと言われている。反面、興味・関心のあることについては意欲的に取り組むものの、好き、

楽しい等の感情で行動して、嫌なことやつまらないこと、苦しいことなどは避けたり、あきらめてしま

ったりしやすい傾向がある。さらに、先を見通したり目標を立てたりすることが難しい発達段階である。

そこで、家族や教師による励ましや賞賛、適切な助言などを受けて、やるべきことをしっかりと行う経

験を積み重ねることが重要である。そして、成就感や充実感を味わい、努力の価値に気付くことが、次

の目標に向かって進む原動力となると考える。 

以上のことから、この時期に目標を立て興味・関心を持って、粘り強く最後まで取り組む大切さにつ

いて学ぶことは、大変意義深いことと言える。 

（２） 児童について 

１年生の児童は、一人一人が自分のやるべきことにしっかりと取り組もうと、努力して学習している。

みんなで励まし合ったり教え合ったりする場面もあり、できた時には喜び合う姿も見られる。学級には、

様々な学習活動に対して意欲があり、挑戦してみよう、続けてみようとする気持ちを前面に出す児童も

いるが、初めてのことや難しいと感じられることに対して、消極的になってしまい、行動に移すことが

できなくなる児童もいる。意欲の向上に支援が必要な児童に対しては、適宜声をかけ、自分でできるよ

うに見守り、たくさん褒めるようにしている。学習はもちろんのこと、給食や休み時間等学校生活全般

において、できた喜びを一つ一つ積み重ね、できるところを少しずつ増やし広げている途中である。 

一輪車乗りについては、１学期から挑戦しており、休み時間を中心に遊び、上手に乗ることができる

子と、少し練習はしているがうまくできないままになってしまい、練習から遠ざかっている子がいる。 

１学期を振り返り、頑張ったことについて作文を書いた時には、主に水遊びでのもぐりっこや運動会

での全校リレー練習において、難しさや大変さを感じつつも、できた時の喜びが大きかったことや次へ

の目標に向かって意欲を持っていることなどについて述べていた。 

これらの実態から、物事を熱心に取り組めば成功するという理解に立って実践への意欲を喚起し、最

後まで粘り強くやり遂げようとする心情を育てていきたいと考える。 

 

 



（３） 資料について 

 資料「りょうくんと一りん車」は、自分で乗れるようになりたいと決めた主人公りょうくんが、困難

にぶつかりながらも努力し、上達する姿が描かれている。りょうくんの、途中であきらめそうになった

時の不安な気持ちから、友達の励ましに奮い立ち、くじけずに最後まで練習を頑張り抜いた喜びへと変

わっていった出来事を通して、一生懸命努力することの大切さについて考えることができる資料である。 

 本資料の活用に当たっては、続けることの難しさを感じているりょうくんの気持ちに共感しつつも、

諦めの気持ちから粘り強く頑張る気持ちに変化した理由について探っていく。友達の励ましによって力

が湧き、最後までやり通し、遂にできた時の喜びをしっかりと想像して、ねらいとする価値に迫ってい

きたいと考える。 

（４） 他の教育活動などとの関連  

 国語や算数の各単元の学習や運動会などの体験を通して、最後まで粘り強く努力し続けることの意義

や達成感・成就感について適宜確かめ合うことをして積み重ねてきた。 

 ６月の道徳の授業で資料「うかんだ うかんだ」において主人公の成就した喜びや自信について共感

しながら、努力することのすばらしさを学んだ。そして７・８月は体育の授業において、主人公のよう

に顔に水をつけたり、浮かんだりして頑張り、自信を持つことができた。今後も、各教科の学習はもち

ろん、学校行事であるマラソン大会、学習発表会及びなわとび大会が予定されており、体験活動を生か

し、困難を乗り越えようとする強い意志について考えることができるように工夫をしていく。 

 

４ 資料分析図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○足があざだらけ、腕

から血が出てきたと

き、りょうくんはど

んな気持ちでした

か。 

・練習がつらくて、も 

う、４年生みたいにか

っこよく乗ることが

できるようになるま

で練習することは、無

理だという思い。 

りょうくんは、４年

生が一輪車に乗って

いる姿に憧れて、練習

を始めた。 

りょうくんは、１か

月後、乗れるようにな

った。顔に当たった風

がとても気持ちよか

った。 

○りょうくんは、なぜ

一輪車の練習を始め

たのですか。 

・うれしい。 

・くじけそうになった 

けど、がんばってよ

かった。 

 

・憧れではなく、自分も

できるようになりた

いと自ら練習に取り

組もうとする気持ち。 

・困難なことを乗り越 

えて、嬉しい気持ちに

なっている。 

 

◎上手に乗れるように

なったりょうくん

は、どんな気持ちで

したか。 

・かっこいいなあ。 

・ぼくものれるよう 

になるぞ。 

・れんしゅうをがん 

 ばろう。 

・一りん車は、むずかし

い。できない。 

・４ねんせいみたいにな

るのは、やっぱりむり

だ。あきらめよう。 

・一りん車なんてきらい。 

りょうくんは、何度

も転んで、足があざだ

らけになった。腕から

血が出て、痛くて涙も

でてきた。 

友達に「がんばれ。

もうすこし。」と励ま

された。 

・ともだちがおうえんし

てくれたことがうれし

い。やってみよう。 

・ほんとうは、のれるよ

うになりたい。じぶん

できめたことだから、

がんばりたい。 

・つらくてやめたくなっ

た気持ちに負けず、頑

張り続けようとする

気持ち。 

・友達から見たりょうく

んのよさ。 

○りょうくんが練習を

やめなかったのは、

なぜですか。 

主要場面 主な発問 気付かせたいこと 心の動き 



５ 本時の指導 

（１） ねらい 

 「一りん車にのることができるようになる」という目標に向かって、苦しくてもあきらめずに粘り

強く頑張り続けたりょうくんの気持ちに共感させることを通して、なりたい姿をはっきりと描き、あ

きらめずに取り組むことの意義に気付かせ、粘り強く最後まで努力し続けようとする気持ちを育てる。 

（２） 展開の大要 

段階 学習活動と主な発問（○） 期待する児童の反応（・） 指導上の留意点（＊） 

気
づ
く 

 
 

３
分 

１ 学習や運動、遊びなどでもっと上

手になりたいと思っていることに

ついて考える。 

〇上手になりたいことは何ですか。 

〇なぜ上手になりたいと思ったので

すか。 

○上手になるには、どうすればいいで

すか。 

 

 

・けいさんがにがてだから、ただし

くはやくできるようにする。その

ためにれんしゅうをがんばる。 

・マラソンたいかいで１位になりた

いから、はやくはしりたい。その

ためにぎょうかんうんどうのと

き、じぶんできめたかずのしゅう

をはしる。 

 

 

＊上手にできるよう

になるには、どんな

ことをすればよい

のか考えさせる。 

＊練習を続けられる

こと、できなくてど

うすればできるよ

うになるか分から

ないことなど、児童

の思いを聴く。 

深
め
る 

 
 
 
 

15
分 

２ 資料「りょうくんと一りん車」を

読んで話し合う。 

○りょうくんは、なぜ一輪車の練習を

始めたのですか。 

 

 

・かっこいいなあ。 

・ぼくものれるようになりたい。 

・かいてんしたり、ジャンプしたり

できるようになりたい。 

＊自分もできるよう

になりたいと目標

を持って自ら練習

に取り組もうとす

る気持ちになった

ことに気付かせる。 

○足はあざだらけ、腕からは血が出て

きたとき、りょうくんはどんな気持

ちでしたか。 

・一りん車は、むずかしい。できない。 

・４ねんせいみたいになるのは、やっ

ぱりむりだ。あきらめよう。 

・一りん車なんてきらい。 

＊困難なことにあっ

た気持ちを想像し、

共感的に理解させ

る。 

○りょうくんが練習をやめなかった

のは、なぜですか。 

 

・できないとおもったけれど、ぜっ

たいのれるようになりたいから。 

・あきらめようとかんがえたけれ

ど、ともだちがおうえんしてくれ

るから、がんばろうとおもった。 

・ここまでできたから、もうすこし

やってみよう。 

＊頑張り続けようと

する気持ちに変化

したきっかけを捉

えさせる。 

＊励ましている友達

の視点から、主人公

の頑張りのよさに

気付かせたい。 

つ
か
む 

 
 

７
分 

３ 価値について話し合う。 

◎上手に乗れるようになったりょう

くんは、どんな気持ちでしたか。 

・とてもうれしい。 

・なんかいもころんで、いやになり

そうだったけれども、やりつづけ

てよかった。 

・がんばってできるようになっ 

て、きもちがいいい。 

・あきらめなくてよかった。 

・４ねんせいみたいにいろいろなわ

ざにちょうせんしたい。 

＊できなかった時の

気持ちと比較して

考えさせる。 

○りょうくんが頑張り続けることが

できたのは、なぜだろう。 

 

  

がんばりつづけるには、どうしたらいいのだろう。 

もくひょうをはっきりさせて、あきらめないこころをもつ。 



広
げ
る 

17
分 

４ 自分の心の中にあるがんばりに

ついて、ワークシートに書く。書い

たことを交流し、友達のがんばりや

あきらめない心について見つけ合

う。 

 

 

・プールでだるまうきができるよう

にゆうきをだしてみずにかおを

つけたら、できるようになってう

れしかった。 

・にがてなたべものをたべるように

したら、きゅうしょくをのこさず

にたべることができるようにな

った。これからものこさずたべた

いとおもった。 

・マラソンたいかいで、１いをとり

たい。そのためにくるしくてもお

そくならないようにはしる。 

＊がんばったことだ

けではなく、できた

ときの気持ちも想

起させ、次の目標の

意欲につなげさせ

たい。 

＊これからの目標に

ついて考える児童

には、何を諦めずに

努力するか考えさ

せる。 

ま
と
め
る
３
分 

５ 教師から、一人一人の頑張りにつ

いて伝え、これからの様々な活動に

おける意欲に繋ぐ。 

 ＊児童による自己評

価と重なる内容に

ついては、具体的に

頑張っていたこと

を伝えて、自他とも

に再認識できるよ

うにしたい。 

 

（３） 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

り
ょ
う
く
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と
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り
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し
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が
ん
ば
り
つ
づ
け
る
に
は
、
ど
う
し
た
ら
い
い
の
だ
ろ
う
。 

・
も
く
ひ
ょ
う
を
は
っ
き
り 

・
あ
き
ら
め
な
い
こ
こ
ろ 

・
で
き
な
い
。
む
り
。 

・
も
う
や
め
よ
う
。 

・
一
り
ん
し
ゃ
は
、 

き
ら
い
。 

 
 

・
お
う
え
ん
し
て
く
れ
て
、 

う
れ
し
い
。
が
ん
ば
ろ
う
。 

・
で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い
。 

・
あ
き
ら
め
な
い
。 

 

 

・
か
っ
こ
い
い
な
あ
。 

・
の
れ
る
よ
う
に
な
る
ぞ
。 

・
が
ん
ば
っ
て
よ
か
っ
た
。 

・
き
も
ち
が
い
い
。 

・
四
ね
ん
せ
い
み
た
い
に
の
る
ぞ
。 


